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腎 異 物 結 石 の1例
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   A 56-year-old woman was admitted to our hospital with the chief complaint of fever and 
right flank pain. She had had pyelolithotomy on the right kidney at another hospital eleven 

years earlier. Plain X-ray showed eight calcified shadows in the renal area. Excretory 
urograms showed slight hydronephrosis on both sides. Right pyelolithotomy was performed 
and it disclosed foreign body stones with nuclei of silk sutures used in the previous surgery. 
Including our case, nine cases of suture-thread stones in the upper urinary tract were found 
in the Japanese literature. 
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緒 言

上部尿路結石は,泌 尿器科領域において一般的かつ

重要な疾患 の一つであ るが,異 物が核 とな って上部尿

路結石を生 じることは,膀 胱結石に比較する と稀 であ

り,本 邦 におけ る報告例は少 ない1-7).今 回,以 前 に

施行 された腎孟切石術時の腎孟壁縫合に使用 され た と

思われ る絹糸 が異物 とな り,結 石 の形成をみた症 例を

経験 したので若干の文献的考察を加x報 告す る.

症

患 老:56歳,女 性

初 診:19846月17日

主 訴:発 熱,右 側腹 部痛

家 族 歴:特 記 す べ きこ と な し

既 往 歴:1973年,

例

他院で右腎孟切石術を受けた.そ

*現1滋 賀医科大学医学部泌尿器科学教室

して術後3年 目に右 腎結石の再発を指摘 された.

現病歴お よび経過:1984年6月17日,発 熱 ・右側腹

部痛を認め同 日宇治徳洲会病院内科受診.KUBに て

結石様陰影を指摘され,尿 路結石の疑いにて泌尿器科

に紹介 された.KUBお よびDIPに て,右 腎結石

および軽度の両側水腎症 と診断 し,自 然排 出を期待 し

て以後外来で経過観察 した.し か し結石の下降傾 向が

みられないため,1984年10月1日 手術のために入院 し

た.

入院時現症お よび諸検査成績:右 側腹部に腰部斜切

開の手術創 を み る.ま た 軽度 の膿尿(白 血球5～6/

hpf)を 認 め る も血液 生化学,肝 機能,腎 機能には

とくに異常 を認めない.

X線 検査=術 前 のKUSで は,第2～3腰 椎右横

突起間に3mm～12mm大 の結石様陰影を8個 認め

た(Fig.1).DIPで は軽度の両側 腎孟 腎杯の拡張を

認めた(Fig.2).

以上の所 見に より右腎結石の診断にて同年io月8日
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に向か って剥離を進めたが,尿 管 と周囲現織 の癒着は

軽度であった.腎 孟に切開を加 え鉗子に よ り結石 の除

去を試みたが結石は固定 され動かないため,切 開を上

下 に延長す ると前回の切石時に腎孟縫合に使用 された

と思われ る絹糸を核 として形成 された結石であること

が判明 した.ま た上 ・中腎杯か ら計4個 の可動性のあ

る結石を摘 出 したが,こ れ らの結石には絹糸は認めな

か った.ま た腎孟尿管移行部 に2本 の絹糸が残ってい

たため これ を除去 した,

摘出標本=摘 出 した結石9個 の うち3個 の結石(10

×8mm,6×4mm,4×3mm)か らそれ ぞれ約Icm

の絹糸が尾の ごとく出ていた.絹 糸 と結石の結合は固

く,分 離は困難で あ った(Fig.3).な お 結石成分 は

蔭 酸 カルシウム95%,リ ン酸 カルシ ウム5%で あ っ

た.

術後経過:術 後経過 は良好で術後15日 目に軽快退院

した.

考 察
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右腎孟切石術を施行 した.

手術所見:全 麻下に前回の手術 創に沿 い切開を加え

後腹膜腔に達 した.右 腎下極部で尿管を見出 して腎孟

上部尿路 の異物すなわち腎異物,尿 管異物 は稀な疾

患であ り,本 邦 では1963年 南里8)が 鍼針に よる左腎異

物の1例 を報告 して以来,1981年 までに26例 が集計 さ

れてい る9).そ の内訳は,鍼 針8例,縫 針5例,縫 合

糸4例,カ テーテル3例,弾 丸2例,ガ ラス,鋼 線,

ほ うきぐさ,ね ざさ各1例 とな っている.本 邦 におけ

る上部尿路縫合糸結石 の 報告 は,1975年 相模 らDが

0～6ブ ラ・'クナイ ロソ糸に よる尿路異物結石の1例 を

発表 したのが最初 と思われ る,上 部尿路縫合糸結石は

われわれが調べえたかぎ りでは,本 邦 では自験例を含

め9例 の報告がある(Table1).年 齢は,25歳 か ら56

歳 で,平 均38歳 であ り,性 別は男性が多か った,結 石

形成 までの期間は,最 短9ヵ 月,最 長7年,平 均期間

は3年4ヵ 月であ る.尿 路結石再発 までの平均期間は

5.35年 とい う報告lo)に 比べ る と,縫 合糸結石 の場合

は,2年 も短 く,縫 合糸が核 とな り,結 石形成 が促進

され ている可能性がある.異 物 となった縫合糸の種類

は,絹 糸6例,ナ イ ロン系,血 管縫合糸,ポ リエステ

ル糸が各1例 で,す べて非吸収性縫合糸である.尿 路

の縫合に非 吸収糸を使用す ると異物結石の もとになる

ことは今 日では常識 とな っているが,1939年 の外科手

術書に よる と,尿 管 の縫合法 としては,細 い絹糸 また

は腸線を用いる11)と記載 されてお り,こ の頃は細い絹

糸も使用 されていた ようであ る.1957年 の泌尿器外科

手術書では,尿 管の縫合 に絹糸を使用す ると,そ れが

核 となって結石の再 発をみ ることがある12)とは っき り

記載 されてお り,こ れ も臨床的に絹糸に よる異物結石
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Table1.上 部尿路縫合糸結石 の本邦報告例

縫 合糸 の症例 発表年 報 告 者 年齢・性 種 類 異物存在臨 床 症 状
部 位

結 石 発生 治 療 結 石 成 分
までの期間

i1975相 模ら の34男 ナイロン糸

21976加 藤 らz>31男 絹 糸

3

4

5

19ア6

1978

19ア8

津村ら3)

藤田U36

藤田4)25

61982大 見ら5)40

右側腹部痛 右 尿 管9カ 月 尿管切石術

(術後,長期 左 尿 管 約2年 尿管切石術
間尿凄あり)

絹 糸 尿 管

男 絹 糸 右腰痛,血尿 右 尿 管 約4年半 尿管切石術

女 血管縫合糸 右腰痛 右 腎 孟 約5年 半 腎孟切石術
+腎孟形成術

男 絹 糸 顕微鏡的血尿 右 尿 管 約7年 尿管切石術
右腰痛

71983池 内ら8)50男 絹 糸

81984吉 岡ら7)33

9ises自 験例

女 ポリエステ
ル糸

56女 絹 糸

肉眼的血尿,
左側腹部痛

右下腹部痛

発熱9

右側腹部痛

左 尿 管 約3年 尿管切石術

左 尿 管 約1年 半 尿管切石術

右 腎孟 約3年 腎孟切石術

シュウ酸

力ルシウム

リン酸カルシウム

シュウ酸

カルシウム

シュウ酸

力ルシウム

シュウ酸
力ルシウム(95%)

リン酸力ルシウム

(5%)

が経験 されていたためと思われる.1961年 には尿路 の

縫合に関す る研究 と題 して家兎を用 いて,腸 線 の方が

絹糸 より結石,繧 孔,炎 症の少ない点で まさっている

と報告 され ている13).

尿路に異物 が存在する と,こ れを核 として尿 中塩類

が析 出,付 着 して結石の形成 をみ る.特 に糸類 は表面

積が大 きい こともあ り,結 石 が形成 されやす い14).異

物結石の成分 は 自験例(蔭 酸 カルシ ウム95%,リ ン

酸 カル シウム5%)を 含め,成 分分析 され ている4例

すべてに蔭酸 カル シウム結石 を認めている.こ れY`対

し膀胱異物結石の成 分は リン酸塩が最 も多 く,百 瀬15)

は258例 中不明185例,リ ソ酸塩40例,蔭 酸塩13例,尿

酸塩ll例,炭 酸塩9例,キ サ ンチ ン1例 と報告 してい

る.上 部尿路異物結 石 と下部尿路異物結石 の成分にお

け る差は,感 染の有無,尿 のpHと 尿中の塩類飽和

度に よるものと思われ る.本 症例はll年 前 に他院で右

腎孟切石術を受け,こ のとき腎孟の縫合 に使用 した と

思われ る絹糸が異物 とな り,ま ず腎孟尿管移行部に結

石 を形成 し,そ のため に尿路停滞を併発 し,腎 孟 内に

も引き続 き結石を形成 した もの と思われ る.

術前に異物 結石 であるこ とを 疑 わ せ る所見 として

は,手 術の既 往のあること,比 較 的小結石であ って も

X線 上腎孟内におけ る可動性のないことがあげ られる

が,し かるべき泌尿器科の研修を受 けた医師に よる手

術では常識的 に絹糸に よる尿路壁縫合 とい うことはま

ず考え られないのは言を またない.

近年,経 皮的腎結石破砕 術(PNL),経 尿道的尿管

砕石術(TUL),体 外衝撃波結石破砕術(ESWL)な ど

が従来 の結石手術法にかわ る治療法 として報告 されて

いる16),本症例 のごとく縫合糸結石に対 して も,PNL

や腎孟尿管鏡(硬 性 鏡お よび軟性鏡)の 導入に よ り直

視下に縫合糸を確認す ることがで き,こ れ らの方法を

併用すれぽ,経 皮的 。経尿道的操作で数 多 くの症例が

治療で きる と思われ るが,腎 孟 ・尿管壁 に固着 してい

る絹糸の除去 に際 しては,腎 孟 ・尿管壁 の損傷 とそれ

に続 く尿盗 出につ いて充分な注意 が必要 であろ う.

今回,わ れわれは本邦文献的に9例 の上部尿路縫合

糸結 石を集計 したが,臨 床的にはまだ数多 くの未発表

の症例があると思われる.

結 語

56歳 女性の腎孟縫合糸(絹 糸)に 発生 した腎異物結

石の1例 を報告 し若干の文献的考察を行な った.
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